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1 はじめに
最近では小学校でも以前のように「地学」を教えるようになったとのことであるが、教える教師の側が地学

を学んでいないという問題があるという。
そんな中、昨秋ある教師から地層の勉強に使いたいからボーリングコアを貸してもらえないかという問い合
わせがあり、貸出可能なものを用意して対応したことがあった。その後、同教諭との交流をする中で、地質の
専門家として子供たちに講義をしてもらえないかという依頼があった。
当社では、以前から土砂災害などを模型実験を通して一般にわかりやすく伝えるという取り組みを行ってお
り、そのことを話したところ、地層のことと、模型実験を使って「土砂災害」について講義することとなった。

2 実際に行ったこと
私たちは講義のために 2 時限を頂いた。まず 1 時限目は室内での座学。そして 2 時限目はマイクロバスを
使って現地見学を行うことにした。

2.1 1時限目の内容

1時限目では、プロジェクターと模型を使って、主に土砂災害について、その現象とメカニズム、そして防
災上の留意点、実際に行われている対策工事などについて学んだ。(写真–1∼3)

プロジェクターで実際に起こった災害の写真やムービーなどを見せ、それを説明するために模型を使って実
際に実験をしてもらい、疑似体験をしてもらう。たとえば、崖崩れの模型では、崖崩れが発生した場合でも、
家の裏山側の 1階が一番危なく、表側の 2階が一番安全であることをわかってもらう。実験を通して疑似体験
するのであっという間に子供たちは理解する。
そしてそういう崩壊を食い止めるために行われている対策工事について、法枠工やアンカー工などがあるこ
とを学び、プロジェクターに映し出されるアンカー工の入った法面を見て、「あぁこれ見たことある！」と自分
の経験や記憶とつなげていく。
また、地すべりの説明では、地下水がいかに地盤を不安定にするのか、排水ボーリングの意味や、あるいは
抑止工についても学んで、自分たちの身近にも排水ボーリングのある法面のあることを学び、土砂災害がとて
も身近なものであり、それに備えなくてはならないことを学んだ。
このようにして 1時限目は座学とは言え、子供たちは真剣に、大人以上の吸収力で理解してくれた。

2.2 2時限目の内容

2時限目は、マイクロバスを使って野外での観察と簡単な実験、対策工事の見学などを行った。
まず、学校近くの道路法面を観察した。この法面は工事施工されてから既に 30年ほど経過しているが、頁
岩と凝灰質砂岩の互層の表面は植生がつきにくく、地層の様子がよく観察できた。(写真–4)

資料として子供たちには島根県地質図の抜粋を渡していたが、凡例にはすべてふりがなをつけた。もっと簡
略化したものを用意しようとも思ったが、子供たちは意外に本物志向が強い。また、こうした地質図を目にし
てもっと地学に興味を持ってもらえたらという思いもあった。



現地では、露頭だけでなく岩石や化石の標本も持参して、説明に備えた。(写真–5)そして、的確に伝えるた
めに A3サイズのホワイトボードも用意した。
まず、目の前の露頭の説明をする。地層の名前、どういう種類（堆積岩や火山岩など）、いつ頃の時代のもの

（今から何万年前）、地層のできた環境（海や陸）などを説明するが、「頁岩」にはとにかくよく反応してくれた。
「ケツ」というだけで皆よく笑ってくれた。
それから、露頭では「風化」のことも説明した。切土面の上の方には既に土砂化した部分があり、そして風
化して緩んだ岩盤、足元は比較的硬い岩盤となっており、その様子を観察してもらった。そして、ここで実験
をする。
ジョウロで風化して緩んだ地層に水をかけてやると (写真–6)、水は速やかに浸透してしまう。そしてやが
て、その下の硬い岩盤の上面付近からにじみ出てくる。もちろん、硬い岩盤部分に直接かければ、浸透するよ
り表面を流れ落ちる水のほうが多い。これは 1時限目の「地すべり」の説明で雨が降ると地面に浸透して、地
下水になること、不透水層の上にたまってしまうことの実例となる。子供たちは、雨が地面に染み込む様子を
想像できたと思う。
露頭での観察のあと、アンカー工のみられる法面に移動し、質問をする。「さぁ目の前にあるのは何でしょ
う」。ここでも 1時限目でちゃんと理解していてくれ、すぐに「アンカー」だと答えが返ってきた。
教室に戻り、最後に簡単な感想をいただき、挨拶交わして私たちの講義は終わった。

3 子供たちにどう伝わったか
後日、学校から感想文が送られてきた (図–1)。そのいくつかを紹介する。

私は土砂災害の勉強をして、はじめて知ったことがたくさんありました。実さいにあった土砂災害の
どうがを見て、自分が思っていたよりすごいことになるということがわかりました。じっけんの道具で
実さいにやってみると、みぢかにある物がきけんだということがわかりました。あとがけがくずれない
ような工夫が近くにたくさんあるということがわかりました。外に出てみるとがけがこわれないように
するやつ*1がとても大きいことがわかりました。これからはいつおきるかわからなないので勉強したこ
とを思いだしながら、しっかりひなんできるようにしたいと思いました。
土砂災害の勉強をさせてくださってありがとうございました。（6年生女子）

ぼくは土砂災害のビデオを見たり、少し勉強しましたがよく理解していませんでした。ですが、もけ
いなど、実際にいってみたことでよく分かりました。そこでぼくは、みのまわりには危ない所がたくさ
んあるんだなと思いました。けれど、土砂災害を守る工夫もいっぱいあるんだなと思いました。
ぼくは、土砂災害の授業でちかくには危険な場所がたくさんあるということが分かったし、もしお
こったとき、どうすればいいのかが分かりました。なのでそのことを今後の生活に生かしていきたいな
と思いました。
ぼくは、いつでもにげられるようにじゅんびしておきたいです。
土砂災害のことを教えてくださってありがとうございました。（6年生男子）

この間は、土砂災害のことや、災害から身を守る方法、地層のことなどを教えて下さってありがとう
ございました。
私が印象に残っているのは、２つあります。１つ目は、実験をしたことです。私はとくに、大雨によ
る災害実験が印象に残っています。地面の中のパイプ*2がない時は、すぐに地面がすべって家がたおれ

*1 2時限目にみたアンカー工
*2 排水ボーリングのこと



てしまったけれど、パイプが通っているだけでこんなに災害が防げるなんてすごいと思いました。２つ
目は。山に工夫をして、くずれるのを防いでいるのをみたことです。ワッフルのようなわく*3をのせた
り、ワイヤーを深くさして固定*4したりしているのは、初めて知りました。今までは何も考えずに見て
いたけど、そういうところに工夫がされていることで安全に生活できているんだと思うと、あらためて
すごいと実感しました。
今回学んだことを家族にも伝えて、土砂災害や防災のことについて話し合ってみたいと思いました。
本当にありがとうございました。（6年生女子）

参加した子供たち全員からこういった感想をいただき、私たちが思っていた以上に考え、理解してくれたこ
とにとても驚くとともに、こうした取り組みは地域防災にも大きく貢献できることを感じることができた。

4 さいごに
このような取り組みは多くはまだボランティアとして行うことが多いが、私たちは地質や土木の専門家とし
て機会あればこうした社会貢献を行うべきであると思っている。そうすることで、防災意識が高まり、「地学」
に興味をもってくれる子供たちが増えてくれるものと思っている。
本事例は、模型実験を使った土砂災害についての講義であったが、過去には、一般的な地層に関する授業を
サポートしたこともある。その場合は、露頭条件のよい海岸で、地層の観察をしたり、数種類の岩石を見て、
最後に少しだけ化石採集をして帰るというスタイルだった。おそらくそういう授業の方が多いのではと思う。
本事例はそういう意味では少し特殊かも知れないが、簡単な実験を通して理解を深める取り組みとしてはユ
ニークな授業だったと思う。

*3 法枠工のこと
*4 アンカー工のこと



写真–1 : 1時限目（座学）の様子
簡単な模型実験での説明

写真–2 : 1時限目で地すべりについて説明中
実験で排水ボーリングについても学ぶ

写真–3 : プロジェクターで災害映像も見せる

写真–4 : 2時限目（野外）で地層について説明

写真–5 : 2時限目での岩石標本を使った説明

写真–6 : ジョウロで散水し浸透を確認中

図–1 : 後日届いた感想文


